
　近年，人口の高齢化に加え，がん罹患者数の増加と治療成績の向上に伴い，悪性腫瘍の
骨転移による病的骨折が増加しています。これらの骨折は，通常の外傷とは異なり，骨の
質的な脆弱性や全身疾患の影響を強く受けるため，治療戦略の決定において各領域の専門
家の皆様方の意見を参考にした慎重な判断が求められます。特に，外科的治療を要する場
合には，単なる骨折の内固定のみではなく，患者の予後，疼痛管理，機能回復，さらには
全身状態を考慮した包括的なアプローチが必要となります。
　本骨折の治療において，腫瘍整形外科医に加えて外傷整形外科医が果たす役割はますま
す重要になっています。外傷整形外科医は，骨折の治療に精通しているだけでなく，急性
期の管理能力や術後のリハビリテーションの知識を持ち合わせており，病的骨折に対して
も，適切な固定方法を提案し，機能温存および患者の QOL 向上に貢献することができま
す。今後，病的骨折の治療において，外傷整形外科医が果たす役割はさらに広がることが
予想され，従来の外傷治療の枠を越え，骨粗鬆症治療や腫瘍整形外科の知識を統合し，包
括的な視点で治療に取り組むことが求められます。本特集では，病的骨折の最新の外科的
治療法とともに，外傷医の役割について深く掘り下げ，その重要性を再認識する機会とし
たいと考えています。
　また，特別企画　座談会「病的骨折の治療戦略」として，増加し続ける病的骨折に対する
適正な整形外科医の介入についての座談会を行いました。参加者は，帝京大学医学部整形
外科学の河野博隆先生，川崎医科大学　運動器外傷・スポーツ整形外科学の野田知之先生，
国立病院機構　長崎医療センター　整形外科の宮本俊之先生です。病的骨折治療に関する現
状と今後の進むべき方向付けに関して大変有意義な座談会になったと思います。
　本企画が読者の皆様方の施設における日常診療の一助となりますことを期待しておりま
す。そして，今後の病的骨折に関する医療の進歩につながることを願っております。
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